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「平成21年度 機器 ・分析技術研究会 実験・実習技術研究会in琉球」報告
第2技術室 森田 俊夫
平成22年3月4日 か ら5日 、琉球大学 に於いて機器 ・分析技術研究会、及び実験 ・実
習技術研 究会が開催 された。2つ の研究会 の合同開催 となったため、約600名 の参加が
あった。発表は機械、建築、電気、物理、分析、化学、生物、情報、気象 ・防災、地域貢
献、及び安全衛生管理の多岐 にわたった技術分野 で報告があった。発表方式 は 口頭、及び
ポスターでその件数はそれぞれ120件 、及び160件 であった。
この研究会では、当大学計測 ・技術支援部に設置 されている大型機器 について報告 した。
その発表概要 を以 下に示す。
発表題目 「質量分析装置を用いた有機化合物の精密質量測定」
発表者 森田俊夫(福 井大学工学部 技術部)
概 要 有機合成分野では、新規化合物の同定 に赤外線吸収(IR)スペ ク トル、核磁
気共鳴(NMR)スペ ク トル、質量分析(甑SS)スペ ク トル、及び有機元素分析 の
測 定データが必要である。 さらには、有機 分子の立体構造を議論す る際にはX
線構造解析のデー タも必要 とされ る。
IR、醐R、及び 甑SS測定は相 当す る有機分子の特徴 あるスペ ク トル を探 しだせ





いが、分解能を上げることで測定値の精度が高 くな り、小数点3ケ タまで確認す
ることができる。この方法で測定 したデータを基に処理 を行 うと可能性のある組
成式 を表示することができるので元素分析の代用 として使用 され る。
そこで今回は当大学に設置 されてい るmSS装 置を利用 して、精密質量測定を
行 ったので、その測定 までの準備作業、及び測 定、デー タ処理について報告 した。
当研究会の概 要を以下に示す。(研究会案内ホームページか ら)






発表、討論を通 じて技術の研鎭、向上 を図 りさらには相互の交流 と協力により技




校機構お よび大学共同利用機関法人な どの多 くの技術系職員が、 日常業務で携わ
ってい る 「実験 ・実習」 「ものづ くり」 「地域貢献」などに関する広範 囲な技術
的教 育 ・研究支援活動 について発表す る研究会 として企画され ま した。発表内容
も通常 の学会 などとは異な り、 日常業務か ら生まれた創意工夫、失敗談な どを重





口頭発表会場:工 学部1号 館及び2号 館
ポスター発表会場:大 学会館 ・附属図書館
・発表内容
〈機器 ・分析 技術研究会 〉
機器 ・分析技術及びその周辺技術等 に関す る内容を対象に、実験装置の開発や
改良、創意 工夫、維持管理あるいはそれ らに関す る苦労話や失敗談等の発表 も大
いに歓迎いた します。 また、所属機 関やセンター組織の紹介等及 び作業環境測定
をは じめ とした安全衛生管理技術 に関す る発表な ど。
〈実験 ・実習技術研究会 〉
あらゆる分野での 「実験 ・実習」は もとより、 「ものづ くり」 「地城貢献」な
どにおける日常の業務か ら得 た技術に関す る知識 ・手法や創意 工夫など。
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